
今回のテーマは「モチベーションを保つ秘訣・コツ」。
「どうもやる気が出ない」「毎日がマンネリ」…
そんなとき役立つヒントが見つかるかも？

リクルートサービスを活用した指導実践例

　

福
岡
県
で
は
数
少
な
い
男
子
高
校
で
あ

る
東
福
岡
高
校
は
、1
学
年
19
ク
ラ
ス
を

擁
す
る
大
規
模
校
で
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
4
年
制
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
。

 

「
学
力
を
伸
ば
し
満
足
い
く
進
学
先
へ
と

導
く
こ
と
が
、学
校
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

一
番
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、い
か
に
生
徒
の
や
る
気
に
火
を
つ

け
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
か
が
、鍵
に
な
り

ま
す
」と
学
校
長
の
松
原
功
先
生
は
言
う
。

進
学
コ
ー
ス
の
改
革
を
目
指
し

勉
強
部
を
設
立
し
、集
会
を
実
施

　

同
校
に
は
進
路
希
望
に
応
じ
て
4
つ
の
コ

ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
10
ク
ラ
ス
を
占
め

る
進
学
コ
ー
ス
は
、他
コ
ー
ス
と
比
べ
る
と

「
勉
強
も
学
校
生
活
も
そ
こ
そ
こ
で
い
い
」と

い
う
雰
囲
気
に
な
り
が
ち
で
、部
活
動
に
所

属
し
て
い
な
い
生
徒
は
特
に
そ
の
傾
向
が
強

か
っ
た
。「
ほ
う
っ
て
お
け
ば
、実
力
の
半
分

も
出
せ
な
い
ま
ま
、高
校
生
活
が
終
わ
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
し
た
」と
い
う
の
は
、昨
年
度

1
学
年
部
長
を
務
め
た
林
健
太
郎
先
生
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
昨
年
度
、

「
B
K
B
57（
勉
強
部
57
期
生
）」を
設
立
、

約
30
人
が
入
部
し
た
。
放
課
後
は
毎
日
集

ま
っ
て
勉
強
し
、夏
休
み
に
は
合
宿
を
行
っ

て
前
向
き
に
頑
張
る
ム
ー
ド
を
作
っ
て
き

た
。並
行
し
て
、生
活
態
度
や
学
習
態
度
に

つ
い
て
、林
先
生
が
気
づ
い
た
こ
と
、改
善
し

て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
る「
コ
ー
ス
集
会
」も

繰
り
返
し
敢
行
。
こ
れ
に
よ
り
、昨
年
度
、

進
学
コ
ー
ス
で
は
遅
刻
や
欠
席
を
大
幅
に

減
ら
す
と
と
も
に
、成
績
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
た
。

理
系
科
目
に
挑
戦
す
る

生
徒
が
例
年
よ
り
増
加

　

進
路
指
導
の
面
で
も
テ
コ
入
れ
が
必
要

だ
っ
た
。
1
学
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る

文
理
選
択
に
向
け
て
、生
徒
た
ち
に
は
、も

っ
と
広
い
視
野
を
も
ち
、夢
や
目
標
を
み
つ

け
て
ほ
し
い
…
。
そ
う
考
え
て
い
た
矢
先
に

『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』と
出
会
っ
た
。

 

「
ど
ん
な
仕
事
も
や
り
が
い
が
あ
る
と
わ
か

り
、感
動
し
ま
し
た
。
働
く
こ
と
を
大
変
だ

と
考
え
て
い
る
生
徒
は
多
い
で
す
が
、こ
れ

を
読
め
ば
前
向
き
に
な
れ
る
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、本
を
活
用
し
た
講
演
を
実
施
い

た
だ
き
、生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
林
先
生
。

　

ま
ず
5
月
に
、懇
談
会
で
保
護
者
に
文

理
選
択
の
流
れ
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』を
見
て
も
ら

い
、内
容
や
こ
の
本
を
使
用
す
る
ね
ら
い
を

説
明
し
た
。

生徒数／2295人（男子のみ）
普通科５5学級
進路状況（2011年度）／
大学・短大進学84.8％、
専各進学8.5％、
就職1.8％、
その他4.9％
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そ
の
後
、1
学
年
全
員
を
対
象
に
リ
ク
ル

ー
ト
に
よ
る
講
演
を
行
っ
た
。
将
来
ど
う
働

き
た
い
か
を
考
え
た
う
え
で
文
理
選
択
を

す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、企
業
が
学
生
に
求

め
る
力
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、大
学
卒
業
後

の
未
来
を
思
い
描
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

7
月
に
は
、L
H
R
2
回
を
使
っ
て
、各
自

が『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』の
気
に
入
っ
た

ペ
ー
ジ
を
読
む
時
間
を
設
け
た
。
真
剣
に
読

む
生
徒
た
ち
の
姿
に
、林
先
生
は「
本
の
魅
力

が
伝
わ
っ
て
い
る
な
」と
感
じ
た
そ
う
だ
。

　

10
月
に
は
、全
員
に『
文
理
・
科
目
選
択

応
援
B
O
O
K
』を
配
り
、L
H
R
に
各
ク

ラ
ス
で
教
科
書
と
し
て
使
用
。
各
担
任
が

自
分
の
も
つ
情
報
を
交
え
て
解
説
し
、社

会
で
求
め
ら
れ
る
力
、文
理
選
択
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の
後
、個
別

面
談
を
行
い
、12
月
に
文
理
選
択
の
最
終

決
定
を
行
っ
た
。

 

「
な
ん
と
い
っ
て
も
大
き
な
変
化
は
理
系
ク

ラ
ス
が
例
年
よ
り
１
ク
ラ
ス
増
え
、4
ク
ラ

ス
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
今
回
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、自
分
の
興
味
・
関
心
を
素
直
に

見
つ
め
、難
し
い
科
目
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
は
、そ
の
や
る
気
を
大
切
に

育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
林
先
生
。

学校長（左）
松原功先生
２学年部長（右）
林健太郎先生

「当たり前のことを当たり前にできる
社会人基礎力の育成にも力を入れ
ています」（松原先生）。「教育に手
詰りはない。愛情と情熱をもって生
徒の指導にあたり、工夫と改善を繰
り返せば、必ず道はひらけると信じて
います」（林先生）

『じぶん未来BOOK』では50人の職業人が仕事のやりがいや
こだわり、夢を語っている。「新しいことに挑戦」「誰かのために頑
張る」など、「適性」や「社会への貢献の仕方」を基準に分類さ
れているのも特色。写真と文章の内容に、「将来に対する前向
きな気持ちがわいてくる」という評価の声が寄せられている。

■	リクルートの講演会の様子

3月に生徒と別れを
惜しむシーンをイメージす

る。「どんな関係？」「最後の
HRで何を言いたい？」と考え
ると、おのずと今すべきこと

が見えてきます
（神奈川県）

仕事以外に
学びの場をもつ

（東京都）

「同志」と呼べる同
僚と語り合う。愚痴や不

平不満は最小限！「生徒のた
めに」というベクトルを共有して
いる先生と建設的な話をす

ると元気になれます
（滋賀県）

　広島県教育委員会が全国の数県と連
携して行っている「広域人事交流」。この
制度により、森先生は2011年度から2年
間の予定で宮城県気仙沼市に赴任中だ。
　辞令が出たのが2011年3月。準備を
進めていた矢先に東日本大震災が起こっ
た。「初めて気仙沼を訪れたときはがれきと
魚の異臭に圧倒され、言葉もありませんで
した。でも前しか見ない性格のせいか躊躇
や恐れはなく、早く授業を始めたいという焦
りのほうが強かったですね」。

ち密な分析をもとに
効率的につまずきを解消

　森先生は英語科の教科教育者として、
「よい授業」を追求してきた。「私と過ごす
時間に興味をもってもらいたい、という気
持ちが強いんです。だから生徒が何を求め
ているか、常にセンサーを働かせています。
気仙沼高校のような進学校の場合、生徒
の目標とする学力と今の実力を正確に把
握し、そのギャップを埋める授業が基本。
模試や定期試験の結果は徹底的に分析

し、こまめに戦略を練ります」。
　例えば代名詞を無視して意味を取り違
える傾向があれば、代名詞が何を指してい
るのか繰り返し質問し、つまずきを解消す
るのだという。「授業中、ストップウォッチは
必需品。『はい、今から5分でこの英文を訳
して！』など、時間を短く区切って何度か課
題を出します。テンポよくプレッシャーをかけ
て集中力を高めるんです。できなかったこと
が確実にできるようになる授業を目指して
います」。

苦しくても逃げない経験が
成長につながると信じて

　昨年度末に行った授業評価のアンケー
トでは「苦しかったけど、できる問題が増え
てうれしかった」などの答えが多く、伝えた
いことが伝わった充実感を味わった。
 「キャリア教育にもつながることですが、
授業では『できた』、『わかった』という経験
をたくさん積み重ねてほしい。それが自分を
信じる力になり、困難を乗り越える力になる
と信じています」。

今回は広島県から宮城県へ赴任中の森敦子先生が登場。被災地にあっても持ち前
のポジティブ思考で大活躍。ち密な分析を伴う授業が評判です。

彼女の決して後に引かない行動力は特筆に値します。きっと探究心や
理想を描く力が強いんでしょう。的を射た授業はわが校に新風を吹き込
んだといえるほど。若手教員にも刺激になっています。2年といわず何年
でもいてほしいですね。（宮城県気仙沼高校・佐藤忠司先生より）

宮城県気仙沼高校
森	敦子先生（32歳）

現在3学年の担任として、4クラスの英語を担当する
森先生は、月1回のペースで「英語通信」を発行。英
語学習に関する悩みに答えたり、模試の問題分析を
している。「問題分析は、『ここまでしてくれるのか』と、
生徒に信頼されるきっかけにもなります」。

じぶん未来
BOOK

専門的に深く1つの教科を教えたいと考え、高校教
諭の道へ。広島大学教育学部卒業後、広島県内の
2校を経験。「子どもの顔と大人の顔を併せ持つ高
校生と、一対一のつきあいを楽しめるのも魅力」とい
う。趣味は登山。

新しい仕事、やっ
たことのない仕事に
チャレンジしていく

（千葉県）

きちんと休みを取
る。家族との時間を作
ったり、遠く離れた海外

でリフレッシュする
（愛知県）

生徒のよろこぶ
顔を思い
浮かべる

（和歌山県）

頑張っている人と出
会うと自分も頑張ろうと思

います。忙しくても、教育雑誌
などを読めば、紙上ですが出
会いはあり、モチベーション

が上がります
（京都府）

ⓒ土井ラブ平

毎日少しの
時間でも自分の
子どもとふれあう

（静岡県）

指導のプロセスを通
して、生徒の成長に接す

る場面を作る。指導の成果
が次の学年の指導につな

がる仕組みを作る
（神奈川県）

講演は大画面のスライドを使って行われた。講演者は一方
的に説明するのではなく、生徒に問いかけて考えることをうな
がすシーンが多かった。生徒たちは自然に引き込まれ、少し先
の未来を前向きに考えるきっかけになったという。

■	じぶん未来BOOKの誌面


